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1989年のIPCC設立以来、地球温暖化を中心とした地球規模
環境問題の調査・研究業務に取り組んでいる。

温暖化の緩和策と適応策を両輪として、日本及びアジア・
太平洋諸国等の途上国における取組を推進している。

近年は特に、途上国の持続可能な開発の支援に直結するコ
ベネフィット型温暖化対策の促進に注力中。

環境省をはじめとする日本の政府機関、途上国の政府機関、
国内主要企業等へのコンサルティング業務、及び研究業務
を展開している。
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【緩和】

 CDMを主体とする温暖化の緩和策に関する政策決定支援、
CDMプロジェクト形成・実現化支援、途上国におけるコベ
ネフィット型温暖化対策・CDM実現化支援、CDMに関する
能力開発支援 等

【適応】

 途上国における温暖化・海面上昇による影響・脆弱性評価、
政府や自治体等の温暖化影響調査、適応戦略・計画策定支
援
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CDMプロジェクトから生成されるCERの予想量（2012年まで）



コベネフィット型緩和策：
太陽エネルギー利用

ナイジェリア
街路灯の下に集まる子
供たち。暴漢やヘビ、サ
ソリなどの恐怖から解放
された。

JICAの協力と気候変動への緩和策
コベネフィッツ型気候変動対策
2007 年11月 JICA



コベネフィット型緩和策：
無収水対策（漏水防止）

ヨルダン
漏水を防止すること
により、同じ電力でよ
り多くの水を供給でき
る。

JICAの協力と気候変動への緩和策
コベネフィッツ型気候変動対策
2007 年11月 JICA


